
(57)【要約】

【課題】　超音波振動子の振動面が傷つき、腐食しにく

い構成の超音波センサを提供することを目的とする。

【解決手段】　外側表面に振動面（１１ａ）が形成され

た中空形状の金属材料からなるハウジング（１１）と、

このハウジングにおける前記振動面の内側表面に貼り付

けられ、前記振動面を振動させる駆動素子（１２）とを

備えた超音波振動子（１０）が、少なくとも前記振動面

を除いてケース（２２）内に組付けられ、前記振動面が

外部に露出するように前記ケースを介して車両に取り付

けられた超音波センサ（２０）であって、前記外部に露

出した振動面の表面には、この振動面の表面全体を覆う

ように、裏面に粘着材が塗布された樹脂製のフィルム（

１４）が貼り付けられていることを特徴としている。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 側 表 面 に 振 動 面 が 形 成 さ れ た 中 空 形 状 の 金 属 材 料 か ら な る ハ ウ ジ ン グ と 、 こ の ハ ウ ジ ン
グ に お け る 前 記 振 動 面 の 内 側 表 面 に 貼 り 付 け ら れ 、 前 記 振 動 面 を 振 動 さ せ る 駆 動 素 子 と を
備 え た 超 音 波 振 動 子 が 、 少 な く と も 前 記 振 動 面 を 除 い て ケ ー ス 内 に 組 付 け ら れ 、 前 記 振 動
面 が 外 部 に 露 出 す る よ う に 前 記 ケ ー ス を 介 し て 車 両 に 取 り 付 け ら れ た 超 音 波 セ ン サ で あ っ
て 、
　 前 記 外 部 に 露 出 し た 振 動 面 の 表 面 に は 、 こ の 振 動 面 の 表 面 全 体 を 覆 う よ う に 、 裏 面 に 粘
着 材 が 塗 布 さ れ た 樹 脂 製 の フ ィ ル ム が 貼 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 セ ン サ
。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 セ ン サ に お い て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 の 周 囲 に は 、 こ の 超 音 波 振 動
子 か ら 前 記 ケ ー ス へ の 振 動 伝 達 を 防 止 す る 防 振 部 材 が 設 け ら れ 、 こ の 防 振 部 材 を 介 し て 前
記 超 音 波 振 動 子 が 前 記 ケ ー ス 内 に 組 み 付 け ら れ て い る と と も に 、
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 振 動 面 と 同 じ も し く は 前 記 振 動 面 よ り も 大 き い 大 き さ に 形 成 さ れ
、 か つ 、 前 記 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ た 前 記 ケ ー ス に 不 着 し な い 大 き さ に 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 セ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 セ ン サ に お い て 、 前 記 振 動 面 は 所 定 の 色 に 塗 装 さ れ
て い る と 共 に 、 前 記 フ ィ ル ム は 透 明 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 セ ン サ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 セ ン サ に お い て 、 前 記 フ ィ ル ム は 、 そ の 表 も し く は
裏 が 所 定 の 色 に 着 色 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 セ ン サ 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 セ ン サ に お い て 、 前 記 所 定 の 色 は 、 前 記 車 両 に 設 け
ら れ た バ ン パ ー と 同 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 セ ン サ 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 セ ン サ に お い て 、 前 記 金 属 材 料 か ら
な る ハ ウ ジ ン グ は ア ル ミ ニ ウ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 セ ン サ 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 セ ン サ に お い て 、
　 前 記 ケ ー ス 内 に は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 に 加 え て 、 こ の 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 さ せ る 処 理 回
路 基 板 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 フ ィ ル ム が 前 記 振 動 面 に 貼 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 前 記 処 理 回 路 基 板 を 利 用 し て 、 セ
ン サ 感 度 が 調 整 さ れ 、 調 整 後 に 前 記 超 音 波 振 動 子 及 び 処 理 回 路 基 板 を 含 め て 前 記 ケ ー ス 内
部 に 樹 脂 が 充 填 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 セ ン サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 セ ン サ に 関 す る も の で あ り 、 例 え ば 、 車 両 の バ ン パ ー に 取 り 付 け ら れ
て 車 両 後 方 あ る い は コ ー ナ ー 部 の 障 害 物 を 検 出 す る 車 両 用 障 害 物 検 出 装 置 に 採 用 さ れ る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 技 術 と し て 、 超 音 波 セ ン サ を 車 両 の バ ン パ ー 付 近 に 取 り 付 け 、 車 両 周 辺 の 障 害 物 を
検 出 す る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ３ ５ ６ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 と こ ろ で 、 こ の 種 の も の は 、 一 般 的 に 、 超 音 波 振 動 子 の 振 動 面 の 表 面 が 、 車 両 の 外 部 表
面 に 露 出 す る 為 、 車 両 と 同 色 に 塗 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 超 音 波 セ ン サ は 車 両 の バ ン パ ー あ る い は そ の 周 辺 に 設 置 さ れ る 為 、 塗 装 さ れ て
い る 振 動 面 の 表 面 は 、 飛 び 石 な ど に よ り 傷 つ く こ と が 多 い 。 そ し て 、 こ の 飛 び 石 な ど に よ
り 振 動 面 の 表 面 の 塗 装 が 傷 つ く と 、 そ の 傷 つ い た 部 分 か ら 腐 食 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 超 音 波 振 動 子 の 振 動 面 が 傷 つ き 、 腐 食 し に く い 超
音 波 セ ン サ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 外 側 表 面 に 振 動 面 （ １ １ ａ ） が
形 成 さ れ た 中 空 形 状 の 金 属 材 料 か ら な る ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ） と 、 こ の ハ ウ ジ ン グ に お け る
前 記 振 動 面 の 内 側 表 面 に 貼 り 付 け ら れ 、 前 記 振 動 面 を 振 動 さ せ る 駆 動 素 子 （ １ ２ ） と を 備
え た 超 音 波 振 動 子 （ １ ０ ） が 、 少 な く と も 前 記 振 動 面 を 除 い て ケ ー ス （ ２ ２ ） 内 に 組 付 け
ら れ 、 前 記 振 動 面 が 外 部 に 露 出 す る よ う に 前 記 ケ ー ス を 介 し て 車 両 に 取 り 付 け ら れ た 超 音
波 セ ン サ （ ２ ０ ） で あ っ て 、 前 記 外 部 に 露 出 し た 振 動 面 の 表 面 に は 、 こ の 振 動 面 の 表 面 全
体 を 覆 う よ う に 、 裏 面 に 粘 着 材 が 塗 布 さ れ た 樹 脂 製 の フ ィ ル ム （ １ ４ ） が 貼 り 付 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 金 属 材 料 か ら な る 振 動 面 の 表 面 全 体 を 覆 う よ う に
、 樹 脂 製 の フ ィ ル ム が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 飛 び 石 な ど が 振 動 面 の 表 面 に ぶ つ
か っ た と し て も 、 樹 脂 製 の フ ィ ル ム が 保 護 の 役 目 を 果 た し 、 振 動 面 の 表 面 が 傷 つ く の を 防
止 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 振 動 面 の 表 面 が 傷 つ き 腐 食 す る の を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 （ １ ０ ） の 周 囲 に 、 こ の 超 音 波 振 動 子 か ら
前 記 ケ ー ス （ ２ ２ ） へ の 振 動 伝 達 を 防 止 す る 防 振 部 材 （ ２ ３ ） が 設 け ら れ 、 こ の 防 振 部 材
を 介 し て 前 記 超 音 波 振 動 子 が 前 記 ケ ー ス 内 に 組 み 付 け ら れ て い る と と も に 、 前 記 フ ィ ル ム
（ １ ４ ） は 、 前 記 振 動 面 （ １ １ ａ ） と 同 じ も し く は 前 記 振 動 面 よ り も 大 き い 大 き さ に 形 成
さ れ 、 か つ 、 前 記 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ た 前 記 ケ ー ス に 不 着 し な い 大 き さ に 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 防 振 部 材 及 び フ ィ ル ム が ケ ー ス に 不 着 し な い 構 造
を 採 用 し て い る 為 、 超 音 波 振 動 子 の 振 動 が 外 側 の ケ ー ス に 伝 達 さ れ る の を 防 止 す る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 ケ ー ス の 振 動 に よ る 誤 検 出 を 防 止 す る こ と が で き 、 よ り 信 頼 度 の 高
い 検 出 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 振 動 面 は 所 定 の 色 に 塗 装 さ れ て い る と 共 に 、 前 記
フ ィ ル ム は 透 明 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 フ ィ ル ム は 、 そ の 表 も し く は 裏 が 所 定 の 色 に 着 色
さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 前 記 所 定 の 色 を 、 車 両 に 設 け ら れ た バ ン パ ー （
３ ０ ） と 同 色 に す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 金 属 材 料 か ら な る ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ） が ア ル ミ ニ
ウ ム で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ケ ー ス （ ２ ２ ） 内 に は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 （ １ ０
） に 加 え て 、 こ の 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 さ せ る 処 理 回 路 基 板 （ ２ １ ） が 設 け ら れ て お り 、 前
記 フ ィ ル ム （ １ ４ ） が 前 記 振 動 面 （ １ １ ａ ） に 貼 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 前 記 処 理 回 路 基 板
を 利 用 し て 、 セ ン サ 感 度 が 調 整 さ れ 、 調 整 後 に 前 記 超 音 波 振 動 子 及 び 処 理 回 路 基 板 を 含 め
て 前 記 ケ ー ス 内 部 に 樹 脂 が 充 填 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 超 音 波 セ ン サ の 振 動 面 に 、 市 販 品 の フ ィ ル ム を 後 か ら 貼 り 付 け る こ と が 考 え ら
れ る が 、 こ の よ う に フ ィ ル ム を 後 か ら 貼 る と 、 セ ン サ 感 度 が 低 下 し 、 検 出 エ リ ア が 狭 く な
る 不 具 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 振 動 面 に フ ィ ル ム を 貼 り つ け た 状 態 で 、 セ ン サ 感
度 が 所 望 の 状 態 に 調 整 さ れ る た め 、 上 記 の よ う な セ ン サ 感 度 低 下 の 問 題 を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 上 記 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関
係 を 示 す も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 セ ン サ の 超 音 波 振 動 子 の 構 成 を 示 す 。 （ ａ ）
は 超 音 波 振 動 子 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は 裏 面 図 で あ る 。 こ の 超 音 波 振 動 子
は 、 中 空 状 の ハ ウ ジ ン グ の 中 に 充 填 物 が 充 填 さ れ て 構 成 さ れ て お り 、 こ の 充 填 物 を 取 り 除
い た 状 態 の 側 面 断 面 図 を 図 １ （ ｄ ） に 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 超 音 波 振 動 子 １ ０ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 導 電 性 の ハ ウ ジ ン グ １ １ の 中 に 圧 電 素 子 １
２ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 内 部 に は 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 内 部
空 間 １ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ に お け る 振 動 面 １ １ ａ の 内 側 表 面 に 圧 電 素 子
１ ２ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の 振 動 面 １ １ ａ の 外 側 表 面 に は 、 こ の 振 動 面 １ １
ａ の 表 面 全 体 を 覆 う よ う に 、 樹 脂 製 の フ ィ ル ム １ ４ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 樹 脂 製 の フ ィ ル ム １ ４ は 、 ポ リ ウ レ タ ン か ら な る 透 明 な フ ィ ル ム で あ り 、 円 形 状 に 形 成
さ れ て い る と と も に 、 裏 面 に 粘 着 材 が 塗 布 さ れ て い る 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 表 面 全 体
は 所 定 の 色 （ 車 両 の バ ン パ ー と 同 色 ） に 塗 装 さ れ て い る 。 そ の た め 、 振 動 面 １ １ ａ の 表 面
は 、 透 明 の フ ィ ル ム １ ４ を 介 し て 、 車 両 の バ ン パ ー と 同 色 に 見 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 圧 電 素 子 １ ２ に は 、 リ ー ド １ ５ の 一 端 が ハ ン ダ 付 け さ れ て い る 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ １ １
の 内 部 側 面 に は 、 リ ー ド １ ５ の 他 端 が ハ ン ダ 付 け さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ １
１ を 介 し て 圧 電 素 子 １ ２ の 両 端 に 交 流 信 号 を 印 加 す る こ と が で き 、 こ の 交 流 信 号 の 印 加 に
よ っ て 圧 電 素 子 １ ２ を 駆 動 さ せ 振 動 面 １ １ ａ を 振 動 さ せ る 。 尚 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 内 部 空
間 １ ３ に は 、 リ ー ド １ ５ の ハ ン ダ 付 け が 行 わ れ た 後 、 シ リ コ ン 等 の 充 填 物 １ ６ が 充 填 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に 、 図 １ に 示 す 超 音 波 振 動 子 を 有 す る 超 音 波 セ ン サ を 車 両 の バ ン パ ー ３ ０ に 取 り 付
け た 状 態 を 示 す 。 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 超 音 波 セ ン サ ２ ０ は 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ と 、 超 音 波 を 発 生 さ せ る 駆 動 電 圧 を 超 音 波 振 動
子 １ ０ に 印 加 す る と と も に 超 音 波 振 動 子 １ ０ か ら 逆 起 電 圧 効 果 に よ り 発 生 し た 電 圧 を 処 理
す る 処 理 回 路 基 板 ２ １ と が 、 樹 脂 で 構 成 さ れ た ケ ー ス ２ ２ 内 に 組 み 付 け ら れ て 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 ケ ー ス ２ ２ 内 に は 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ か ら ケ ー ス ２ ２ へ の 振 動 伝 達 を 防 止 す る 防 振 部 材
（ シ リ コ ン ゴ ム ） ２ ３ が 超 音 波 振 動 子 １ ０ の 周 囲 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 防 湿 用 シ リ コ
ン 樹 脂 ２ ４ が 処 理 回 路 基 板 ２ １ の 後 部 に 充 填 さ れ て い る 。 処 理 回 路 基 板 ２ １ は 、 コ ネ ク タ
２ ５ を 介 し て 図 示 し な い コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ 、 こ の コ ン ト ロ ー ラ に て 車 両 後 方 あ る い
は コ ー ナ ー 部 の 障 害 物 検 出 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ケ ー ス ２ ２ は 、 円 形 状 の 開 口 面 ２ ２ ａ を 有 し て お り 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ 及 び 防 振 部 材 ２
３ が 、 そ の 開 口 面 ２ ２ ａ 側 か ら 図 の 右 方 向 に 挿 入 さ れ て 組 み 付 け ら れ る 。 こ の 組 み 付 け に
よ っ て 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ の 振 動 面 １ １ ａ が ケ ー ス ２ ２ の 開 口 面 ２ ２ ａ を 介 し て 外 部 に 露
出 す る こ と に な る 。 そ し て 、 ケ ー ス ２ ２ の 開 口 面 ２ ２ ａ と 超 音 波 振 動 子 １ ０ の 振 動 面 １ １
ａ と が 略 同 一 の 面 に 位 置 し 、 ま た そ れ ぞ れ の 外 形 形 状 が 同 心 円 の 関 係 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ の リ ー ド １ ５ は 、 処 理 回 路 基 板 ２ １ に ハ ン ダ 付 け さ れ て 電 気 的
に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 処 理 回 路 基 板 ２ １ に は 、 セ ン サ の 感 度 調 整 を 行 う た め の 、 図 示 し な
い 可 変 抵 抗 器 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 可 変 抵 抗 器 は 、 所 定 の ボ リ ュ ー ム を 回 転 さ せ る こ と
で 、 人 の 手 に よ っ て 調 整 が 可 能 で あ る 。
尚 、 セ ン サ の 感 度 調 整 は 、 超 音 波 セ ン サ ２ ０ か ら 所 定 距 離 離 れ た 位 置 に テ ス ト 用 の ポ ー ル
（ 障 害 物 ） を 設 置 し 、 こ の 設 置 さ れ た ポ ー ル に よ っ て 発 生 す る 処 理 回 路 基 板 ２ １ か ら の 出
力 信 号 の 大 き さ を モ ニ タ し な が ら 、 上 記 可 変 抵 抗 を 調 整 す る こ と で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 調 整 が 行 わ れ た 後 、 処 理 回 路 基 板 ２ １ は 、 ケ ー ス ２ ２ の 後 部 か ら 図 の 上 方
向 に 挿 入 さ れ 、 防 湿 用 シ リ コ ン 樹 脂 ２ ４ が ケ ー ス ２ ２ の 後 部 に 充 填 さ れ 、 超 音 波 セ ン サ ２
０ の 組 み 付 け が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 上 述 し た よ う に 超 音 波 振 動 子 １ ０ の 振 動 面 １ １ ａ の 外 側 表 面 に は 、 こ の 振 動 面
１ １ ａ の 表 面 全 体 を 覆 う よ う に 、 樹 脂 製 の フ ィ ル ム １ ４ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 こ の た め
、 飛 び 石 な ど が 振 動 面 １ １ ａ の 表 面 に ぶ つ か っ た と し て も 、 樹 脂 製 の フ ィ ル ム が 保 護 の 役
目 を 果 た し 、 振 動 面 の 表 面 が 傷 つ く の を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 振 動 面 の 表
面 が 傷 つ き 腐 食 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 超 音 波 セ ン サ ２ ０ の 感 度 調 整 が 行 わ れ る が 、 そ の と き 、 超 音 波 振
動 子 １ ０ の 振 動 面 １ １ ａ に フ ィ ル ム １ ４ が 貼 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 感 度 調 整 が 行 わ れ る 。
例 え ば 、 フ ィ ル ム が な い 状 態 で セ ン サ の 感 度 調 整 が 行 わ れ 、 後 か ら 、 市 販 品 の フ ィ ル ム を
超 音 波 振 動 子 の 振 動 面 に 貼 り 付 け た も の に お い て は 、 セ ン サ 感 度 が 低 下 し 、 検 出 エ リ ア が
狭 く な る 不 具 合 が あ る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ の 振 動 面 １ １ ａ
に フ ィ ル ム １ ４ が 貼 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 セ ン サ の 感 度 調 整 を 行 え ば 、 こ の よ う な 不 具 合
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ に 、 大 き さ の 異 な る フ ィ ル ム を 振 動 面 に 貼 り 付 け た と き の 、 超 音 波 セ ン サ の
残 響 特 性 を 示 す 。 （ ａ ） は フ ィ ル ム １ ４ が 振 動 面 １ １ ａ と 同 じ も し く は 振 動 面 １ １ ａ よ り
も や や 大 き い 大 き さ に 形 成 さ れ 、 か つ 、 振 動 面 １ １ ａ の 外 側 に 設 け ら れ た ケ ー ス ２ ２ に 不
着 し な い 大 き さ に 形 成 さ れ た 状 態 の と き を 示 す 。 （ ｂ ） は フ ィ ル ム １ ４ が 振 動 面 １ １ ａ よ
り も 大 き い 大 き さ に 形 成 さ れ 、 ケ ー ス ２ ２ に 不 着 す る 大 き さ に 形 成 さ れ た 状 態 の と き を 示
す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 残 響 と は 、 圧 電 素 子 １ ２ の 両 端 に 交 流 信 号 を 印 加 し 、 印 加 停 止 後 に お い て も 、
直 ち に 振 動 面 １ １ ａ が 静 止 せ ず 、 振 動 し 続 け る 現 象 の こ と を い う 。 こ の 残 響 が 大 き く 、 そ
の 時 間 が 長 い と 、 こ れ が セ ン サ と し て の 誤 検 出 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ ｂ ） 状 態 の 場 合 は 、 交 流 信 号 の 印 加 停 止 後 も 、 （ ａ ） 状 態 に 比 べ て 、 大 き く か つ 長 い
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時 間 の 残 響 が 見 ら れ る 。 一 方 、 （ ａ ） 状 態 の 場 合 は 、 交 流 信 号 の 印 加 停 止 後 、 若 干 の 残 響
は あ る も の の ほ と ん ど 見 ら れ な い 。 こ れ は 、 （ ｂ ） 状 態 の 場 合 、 フ ィ ル ム １ ４ が ケ ー ス ２
２ に 不 着 し て い る 為 、 振 動 面 １ １ ａ の 振 動 が フ ィ ル ム １ ４ を 介 し て ケ ー ス ２ ２ に 伝 達 さ れ
る 、 あ る い は 、 逆 に 、 ケ ー ス ２ ２ の 振 動 が フ ィ ル ム １ ４ を 介 し て 振 動 面 １ １ ａ に 伝 達 さ れ
る 。 そ の た め 、 交 流 信 号 が 印 加 さ れ た と き に 振 動 面 １ １ ａ と 一 緒 に ケ ー ス ２ ２ が 振 動 す る
。 そ の 後 、 交 流 信 号 が 停 止 さ れ 、 振 動 面 １ １ ａ は 静 止 し よ う と す る が 、 交 流 信 号 が 印 加 さ
れ て い た と き に 振 動 し て い た ケ ー ス ２ ２ の 振 動 が 振 動 面 １ １ ａ に 伝 達 さ れ 、 こ れ に よ っ て
、 振 動 面 １ １ ａ が す ぐ に 静 止 で き ず に 振 動 が 継 続 し て し ま う 。 こ れ が 残 響 と し て 現 わ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 セ ン サ ２ ０ は 、 （ ａ ） の 構 成 、 即 ち 、 フ ィ ル ム １ ４
が 振 動 面 １ １ ａ と 同 じ も し く は 振 動 面 １ １ ａ よ り も や や 大 き い 大 き さ に 形 成 さ れ 、 か つ 、
振 動 面 １ １ ａ の 外 側 に 設 け ら れ た ケ ー ス ２ ２ に 不 着 し な い 大 き さ に 形 成 さ れ た 構 成 を 採 用
し て い る 。 従 っ て 、 上 述 し た よ う な 残 響 の 問 題 は な く 、 誤 検 出 を 防 止 す る こ と が で き 、 よ
り 信 頼 度 の 高 い 検 出 が 可 能 と な る 。 ま た 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ は 、 防 振 部 材 ２ ３ を 介 し て ケ
ー ス ２ ２ に 設 け ら れ て い る 為 、 セ ン サ の 内 部 に お い て も 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ の 振 動 が ケ ー
ス ２ ２ に 伝 達 さ れ に く い 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 尚 、 フ ィ ル ム １ ４ の 大 き さ に 関 し て 、 フ ィ ル ム １ ４ が ケ ー ス ２ ２ に 不 着 し な い よ う に 、
フ ィ ル ム １ ４ の 大 き さ を 振 動 面 ２ ２ よ り も 小 さ く す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し 、 こ の 場
合 、 振 動 面 １ １ ａ の 一 部 （ 周 縁 部 ） が 外 部 に 露 出 し て し ま う 。 そ の 露 出 し た 部 分 に 傷 が つ
き 、 腐 食 が 発 生 す る と 、 た と え そ れ が 周 縁 部 の 一 部 で あ っ て も 、 そ こ を 起 点 に し て 腐 食 が
進 行 し 、 や が て 振 動 面 １ １ ａ 全 体 が 腐 食 し て し ま う 恐 れ も あ る 。 そ こ で 、 振 動 面 １ １ ａ の
表 面 全 体 を 覆 う よ う に 、 フ ィ ル ム を 貼 り つ け る こ と が 上 記 問 題 に 対 し て 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 フ ィ ル ム １ ４ に 関 し 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ を 所 定 の 色 に 塗 装
し 、 そ の 上 に 透 明 の フ ィ ル ム １ ４ を 貼 り つ け る こ と で 、 車 両 の バ ン パ ー と 同 色 に 見 え る よ
う に 構 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 、 車 両 の バ ン パ ー と 同 色 の 塗 料 を 、 フ ィ ル ム の 表
も し く は 裏 に 着 色 し た 着 色 フ ィ ル ム を 採 用 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 対 し
て 、 バ ン パ ー と 同 色 の 塗 装 を し な く て も 済 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 振 動 子 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 超 音 波 振 動 子 を 有 す る 超 音 波 セ ン サ を 車 両 の バ ン パ ー に 取 り 付 け た 状
態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 大 き さ の 異 な る フ ィ ル ム を 振 動 面 に 貼 り 付 け た と き の 、 超 音 波 セ ン サ の 残 響 特 性
を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０ … 超 音 波 振 動 子 、 １ １ … ハ ウ ジ ン グ 、 １ １ ａ … 振 動 面 、 １ ２ … 圧 電 素 子 、 １ ４ … フ
ィ ル ム 、 ２ ０ … 超 音 波 セ ン サ 、 ２ １ … 処 理 回 路 基 板 、 ２ ２ … ケ ー ス 、 ２ ３ … 防 振 部 材
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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